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発 表 の 概 要

２．Ｊ会合体のサーモクロミズム

１．有機色素の２次元結晶（Ｊ会合体）の紹介

３．斜入射Ｘ線回折法とその場観察
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メロシアニン色素

電気双極子

疎水基

親水基

両親媒性分子

水面上単分子膜

下層液

クロロホルム溶液

525nm

陽イオンが存在すると自発的に結晶化



メロシアニン色素のＪ会合体

水面上単分子膜の吸収スペクトル

ＡＦＭ像

ＳＨＧ像

20μm

5×5μm

J-band



Ｊ会合体について

光増感剤
 

１．銀塩写真
２．太陽電池

高速応答非線形光学材料
可飽和吸収効果を利用した全光型光スイッチ

自殺細胞（アポトーシス）の検出
アポトーシスを起こしていない→Ｊ会合体
アポトーシスを起こす

 
→

 
モノマーに解離

１９３０年代に、JelleyとScheibeにより発見。



Ｊ会合体のサーモクロミズム

Cd2+とMg2+とを 混合した
下層液を用いると．．．．．
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サーモクロミズムの相図



水面上単分子膜のＸ線回折

薄膜の構造解析
 

⇔
 

斜入射Ｘ線回折法

多層膜（ＬＢ膜）
 

⇔
 

実験室系の装置

単分子膜
 

⇔
 

軽元素でかつ散乱体の絶対数が少ない

シンクロトロン放射光



斜入射Ｘ線回折法（光学系）
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実 験 条 件

１．T=17°C、ρ
 

= 0%
２．T=17°C、ρ

 
= 100%

３．ρ
 

= 40%でのその場観察
（ T=11°C と

 
T=29°C ）

表面圧：5mN/m以下

(Mg2+) (Cd2+)



T=17℃, ρ=0%と100%の回折パターン

4 sin ZQ π θ λ=



ρ=40%での、その場観察



格 子 構 造

ρ=0% (J-band at 618nm)
a = 1.542 nm
b = 1.572 nm
γ

 
= 78.2°

a

b

γ



ρ=0%(618nm)の分子配列構造
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ま と め

●斜入射Ｘ線回折法
⇒

 
サーモクロミズムは構造相転移

●618nmにJ-bandを示す会合体
⇒

 
構造解析に成功
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